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　源泉かけ流しの癒しの湯と、真
心込めた手作り料理が自慢の『河
畔亭』では、入浴付きの宴会プラン
を4320円（月～木曜日の平日限
定）、5400円、6480円で用意してい
ます。イチオシの5400円プラン
は、あんこう鍋や牛陶板焼きをは

じめ、良質の食材をさまざまに調理した全11品を堪能でき
ます。利用は会食だけの場合は4人からで、さらに10人以上
ならプラス1200円で120分飲み放題付き（生ビール付きは
1500円）にできるほか、カラオケ（先着順）も楽しめます。総
檜造りの内風呂と風情ある庭園露天風呂で満喫できる温泉
は手ぶらOK。15人以上はバスの送迎
サービス有（先着順、函館市近郊限定）。
予約受付時間は午前10時～午後9時。
●湯川町2-5-23
　湯の川観光ホテル隣
☎57-0012

入浴付き宴会プランを4320円から用意

函館湯の川温泉 ホテル河畔亭

　日帰り入浴を楽しむなら、
イオン湯川店斜め向かいに昨
年オープンした『ホテルテト
ラ湯の川温泉』がおすすめで
す。同館の湯は、加水、加温を
していない源泉かけ流しの
100%天然温泉。男湯にも女

湯にも内風呂と岩風呂が用意されており、芯まで温まる自
慢の湯をゆっくりと満喫できるほか、
入浴後には和室の休憩室でくつろぐこ
ともできます。日帰り入浴は午後1時～
午後10時、入浴料500円、手ぶらセット
800円。館内にはレストランもあり、親
子丼やカツ丼などのワンコインランチ
（小鉢、漬物、味噌汁付）などの食事も楽
しめます。レストランの営業時間は午
前11時30分～午後2時、午後5時～午後7時。
●湯川町3-12-11 根崎公園ラグビー場向かい　☎59-4126

日帰り入浴とワンコインランチがおすすめ

ホテルテトラ湯の川温泉

　創業以来60年余
り、癒しの温泉と旬
の味覚とおもてなし
の心が評判の『竹葉
新葉亭』。
　毎年好評の「なご
み宿泊プラン」は、1
室2人の利用で1人
12960円（3人以上の
利用で1人10800円）

となっており、優雅な和室で日常を忘れて贅沢なひと時を
過ごせると人気のプランです（入湯税別）。1日3組限定で、1
泊2食付きで2人以上の利用が対象。食事は部屋食となり、内
容は通常のプランと異なります。チェックインは午後3時、
チェックアウトは午前11時。土曜日、祝前日の利用や、新館
をご希望の場合はそれぞれ1人2160円アップとなります。予
約は利用日の3日前までとなっておりますが、人気プランの
ため早めの予約をオススメします。期間は3月31日（土）ま
で。
　旬の素材を活かした和食のフルコースと温泉が堪能でき
る「歓送迎会プラン」（1人8640円～、飲物別）で贅沢なひと時
を過ごしてはいかがでしょうか。予算に応じた料理の相談
もできます。このプランと一緒に利用できる「飲み放題プラ
ン」（1人2700円）は5人
以上で利用可能。瓶
ビール、焼酎、日本酒
（熱燗・冷酒）、梅酒、ワ
イン、ウイスキー、ソフ
トドリンクが2時間飲
み放題。
　また、ランチと日帰
り温泉が楽しめる期間
限定の「ランチプラン」
（1人3780円～）でプチ旅行気分を味わうのもいかがでしょ
う。食事は午後11時30分～、入浴は午後2時～。お部屋付きな
ので食事から入浴までの時間をゆっくりと過ごすことがで
きます。
　完全予約制となっておりますが、人気のプランのため予
約状況に応じてお断りすることもありますので早めの予約
がオススメです。詳しくはお問い合わせください。
●湯川町2-6-22　☎57-5171

名宿で過ごす和の贅沢

竹葉新葉亭
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温
泉
が
恋
し
い
季
節
で
す
ね
。ま
た
、年
度
末
を
迎
え
て
、何

か
と
集
ま
り
が
多
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
季
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は
ぜ

ひ
、道
南
に
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素
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温
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で
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　心を込めたサービスが自慢の『湯の浜ホテル』では、
お得な宴会プランが盛りだくさん！
　ボリューム満点の料理が嬉しい「円卓コース」（1人
3780円～）や、ゆっくり楽める「おひとり膳コース」
（4320円～）など、予算に合わせて様々な宴会プラン
を用意しています。
　2時間飲み放題の「ご宴会特別飲み放題プラン」（1人
1620円）は10人以上で利用可能。宴会プランを利用す
ると、源泉かけ流し天然温泉を自由に満喫できるほ
か、1泊朝食付の「特別ご宿泊プラン」（1室3人以上、1
人4470円～）も併せて利用できます。
　3月末まで
の期間中は
「青いぽすと
読者限定宿泊
プラン」も用
意されてお
り、予約時に
「青ぽ見た」で
1泊2食付き大
人1人6630円
で宿泊可能。
食事はバイキ
ング、平日限
定、大人2人以
上での申し込
みとなってい
るほか、前日
までの予約が
必要です。
　ほかにも、1人3000円で温泉と食事が楽しめる「日
帰りランチプラン」や「日帰りバイキングプラン」な
ど、気軽に楽しめるプランが好評。目前に広がる津軽
海峡の絶景を満喫できる「展望風呂付客室プラン」も
おすすめです。
　休祝前日などは宿泊料金が変わることがあります
ので、詳しい内容はお問い合わせください。
●湯川町1-2-30　☎59-2231

宴会は宿泊もお得な温泉で！

湯の浜ホテル

　上質な和と洋の空
間でおもてなしする
身近なリゾートとし
て人気の『KKRはこだ
て』では、正午からの
アーリーチェックイ
ンで思う存分くつろ
げる、函館市民限定の

「ゆったりのんびりステイプラン」（1泊2日7800円、休
前日は1000円増）が人気です。プラス1500円で食事を
アップグレードした上に部屋食にしてもOK。4月20日
までの期間限定スペシャルプランなので、ご予約はお
早めに。
　そして、日帰り派に嬉しい『お昼の会食プラン』も好
評となっています。刺身、天ぷら、うなぎ、という豪華
な組み合わせを楽しめる「高砂コース」（3000円）を筆
頭に、バラエティ豊かなコースが2500円から選択で
きます。個室で味わう美味しい食事に温泉が付いた贅
沢なランチタイム（午前11時～午後3時）をぜひ。
　このほか、優しい雰囲気の中で、和洋、和中、中華か
ら好みで選べるデラックスな料理が評判となってい
る『ご法要・ご法事会食プラン』（4700円～フリードリ
ンクプランも有）。こちらは、予算と好みに合わせた多
彩な組み合わせが可能で、全てのコースで温泉を利用
できる嬉しいプランです。
　『KKRはこだて』では、春に嬉しい歓送迎会や、入学
卒業などのお祝いごとに使える、手頃でバリエーショ
ン豊かなプランが充実しています。「こんなことに使
いたい」という希望や質問は、気軽にお問い合わせく
ださい！
●湯川町2-8-14　☎57-8484

非日常の空間で、ひと足早い春のリラックス

KKRはこだて

　大正7年創業の
『大黒屋旅館』は、自
慢の温泉と料理を
堪能できる老舗旅
館です。加水、加温
は一切していない
源泉かけ流しの温
泉は、ナトリウム塩
化物泉で湯冷めし
にくく、塩の殺菌効
果で皮膚病など幅
広い効果があると
されています。そん
な同館のおすすめ
はお造りや天ぷら
などの本格和食と、温泉入浴がセットになった「ミニ
会食セット」（2700円、タオル貸出付、要事前予約）。こ
のプランは個室でゆっくり過ごせるのも魅力。風情あ
る佇まいが印象的な創業100年を迎える老舗旅館で、
ご夫婦やお友達どうしで、ちょっとリッチで楽しい時
間を過ごしませんか。日帰り入浴の営業時間は午前6
時～深夜0時。入浴料は大人500円、小人250円。
●湯川町3-25-10　☎59-2743

老舗旅館を満喫できる日帰りプラン

大黒屋旅館
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体
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し
た
ら

ホ
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果
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「
実
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局
」と
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、全

国
5
万
5
千
店
以
上
あ

る
薬
局
の
中
か
ら
、
特
に

高
い
実
績
を
あ
げ
て
い
る

1
0
0
店
を
厳
選
し
て

指
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し
て
い
る
も
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で
、

本
町
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車
通
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沿
い
の

『
う
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「
最
近
は
、
通
販
で
サ
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リ
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を
購
入
し
た

り
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ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で

パ
ッ
ケ
ー
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を
見
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判
断

し
て
薬
を
購
入
し
て
失

敗
し
て
い
る
人
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
で
上
向
け

ば
問
題
あ
り
ま

せ
ん
が
、
上
手

く
い
か
な
い
と

き
は『
薬
局
』に

相
談
す
る
と
い
う
選
択

肢
も
持
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
ね
」
と
、

薬
剤
師
の
内
山
賢
治
さ

ん
。
　

病
院
に
通
っ
て
も
思
う

よ
う
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治
ら
な
い
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販
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は
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果
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よ
う
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感
じ
る
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体
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ま

せ
ん
。

　

創
業
65
年
。こ
の
街
に

根
ざ
し
て
、
愛
さ
れ
続
け

る
実
力
薬
局『
う
ち
や
ま

薬
局
』
で
ご
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
？　

営
業
時

間
は
、午
前
9
時
〜
午
後

6
時
30
分
。毎
週
日
曜

日
、祝
日
定
休
。

●
本
町
30-

25

　
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
向
か
い

☎
0
1
2
0-

2
4
2
4-

6
0

全
国
実
力
薬
局
1
0
0
選
に
選
出

う
ち
や
ま
薬
局

　
『
第
一ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』（
石

田
清
塾
長
）は
、
浪
人
す

る
な
ら
札
幌
や
東
京
の

予
備
校
と
い
う
常
識
を

打
ち
破
る
、地
元
浪
人
生

の
救
世
主
。生
授
業
と
東

進
本
科
コ
ー
ス
、
さ
ら
に

自
立
学
習
の
導
入
に
よ

る
「
ト
リ
プ
ル
受
講
シ
ス

テ
ム
」で
北
大
、
札
医
大
、

教
育
大
の
道
内
大
学
は

も
ち
ろ
ん
、東
大
、京
大
、

一橋
大
、早
大
、慶
大
、国

立
大
学
医
学
部
な
ど
に

1
9
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0
人
以
上
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格
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出
。35
年
の
経

験
と
研
鑚
か
ら
生
ま
れ

た
生
授
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は
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函
館
の
受

験
生
の
特
徴
に
合
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せ

た
明
解
・
熱
血
の
授
業

で
す
。単
に
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義
し
受
験

技
術
を
教
え
込
む
だ
け

の
場
で
は
な
く
、
受
験
勉

強
、受
験
生
活
全
体
の
司

令
塔
と
な
り
ま
す
。

　

本
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で
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等
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す
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こ
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き
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。生
徒
1
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講
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択
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志
望
大
学
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特
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し
た
内
容
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で
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す
。本
年
度
の
セ
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タ
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試
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で
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教
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で
全
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付
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本
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▼
今
年
も
も
う
す
ぐ
卒
業
シ
ー
ズ

ン
。た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ

た
学
び
舎
を
巣
立
ち
、
春
か
ら
新
社

会
人
に
な
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。僕

が
卒
業
し
た
高
校
は
統
廃
合
に
よ

り
現
存
し
て
い
な
い
が
、
宝
石
の
よ
う
な
高
校

時
代
の
思
い
出
は
い
ま
も
心
の
奥
で
輝
い
て

い
る
。▼
僕
は
高
校
時
代
に
ラ
グ
ビ
ー
ば
か
り

や
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。で
も
、
ラ
グ
ビ
ー

部
で
は
な
い
。通
っ
て
い
た
高
校
が
ラ
グ
ビ
ー

の
強
豪
校
だ
っ
た
か
ら
な
の
か
体
育
の
授
業

は
ラ
グ
ビ
ー
が
多
く
、
球
技
大
会
の
種
目
も
ラ

グ
ビ
ー
だ
っ
た
。▼
高
校
生
活
最
後
の
球
技
大

会
、
僕
達
の
ク
ラ
ス
に
は
ラ
グ
ビ
ー
部
の
キ
ャ

プ
テ
ン
が
い
た
の
で
優
勝
候
補
だ
っ
た
。僕
は

ス
ク
ラ
ム
ハ
ー
フ
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
抜

擢
さ
れ
た
。目
立
ち
た
が
り
屋
だ
っ
た
の
で
1

人
で
相
手
を
抜
き
去
っ
て
ト
ラ
イ
を
決
め
て

や
ろ
う
と
心
に
決
め
て
大
会
に
臨
み
、
初
戦
で

ス
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ラ
ム
か
ら
出
た
ボ
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ル
を
持
っ
て
1
人

で
走
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出
し
た
ら
、
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グ
ビ
ー
部
の
キ
ャ
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に
え
ら
い
剣
幕
で
怒
ら
れ
た
。「
お
前
の
役

目
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
バ
ッ
ク
ス
を
繋
ぐ
こ
と

だ
」と
…
。そ
の
時
は
腹
が
立
っ
た
が
、
試
合
を

重
ね
る
ご
と
に
み
ん
な
が
ひ
と
つ
の
ボ
ー
ル

を
繋
ぐ
ラ
グ
ビ
ー
の
魅
力
を
実
感
し
、
僕
達
の

ク
ラ
ス
は
優
勝
し
た
。▼
毎
年
、
卒
業
シ
ー
ズ

ン
間
近
の
本
欄
で
は
、
こ
の
春
か
ら
社
会
人
に

な
る
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
の
言
葉
を
贈
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
（
以
下
）。▼
春
か
ら
社
会
人

に
な
る
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
企
業
な
ど
組
織
の

一
員
に
な
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。組
織
の

中
で
仕
事
を
し
て
ゆ
く
こ
と
は
や
り
が
い
が

あ
る
一
方
で
、
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。前
述
し
た
ラ
グ
ビ
ー
の
世
界

に
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「One for all , All for one

」。よ
く
「
1
人
は

全
員
の
た
め
に
、
全
員
は
1
人
の
た
め
に
」
と

訳
さ
れ
ま
す
が
、
本
来
は
、「
1
人
は
全
員
の
た

め
に
、
全
員
は
ひ
と
つ
の
目
的
の
た
め
に
」
な

の
だ
そ
う
で
す
。▼
私
達
は
何
の
た
め
に
仕
事

を
す
る
の
か
？
　
自
身
の
生
活
の
た
め
…
、
家

族
の
た
め
…
。そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。た

だ
、
組
織
で
仕
事
を
す
る
上
で
忘
れ
て
い
け
な

い
の
は
、
そ
の
組
織
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
皆
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。職
場
な
ど
の
組
織
に
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
で
そ
こ
に
属
す
る
人
達

の
結
束
力
が
増
し
て
、
そ
れ
が
組
織
の
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
皆
さ
ん
1
人
1
人
の

異
な
る
個
性
が
ひ
と
つ
の
目
的
へ
と
向
か
う

こ
と
で
、
大
き
な
目
標
の
実
現
へ
と
つ
な
が
る

で
し
ょ
う
。「One for all , All for one
」。卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　（
慎
）

シリーズ
道南の社長

こ
う
い
う
会
社
を
作
っ
て
い
ま
す

大正9年創業の老舗『龍文堂印刷
（株）』創始者の庄司保治郎氏の実孫と
して函館に生まれ、平成8年に代表取
締役に就任。印刷物の品質と納期厳守
をモットーに経営手腕を発揮する。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
る
2
0
2
0
年
に
創
業
1
0
0

年
を
迎
え
る
函
館
市
内
の
印
刷
業

の
老
舗
、『
龍
文
堂
印
刷
株
式
会

社
』。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス

の
普
及
な
ど
で
厳
し
い
時
代
を
迎

え
た
印
刷
業
界
で
、女
性
な
ら
で
は

の
お
も
て
な
し
の
心
と
従
業
員
を

大
切
に
す
る
社
風
で
優
れ
た
経
営

手
腕
を
発
揮
し
て
い
る
の
が
、同
社

の
庄
司
澄
枝
代
表
取
締
役
。品
質
重

視
の
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
追

求
と
納
期
の
厳
守
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、函
館
市
内
の
企
業
か
ら
絶

大
な
信
頼
を
受
け
て
い
る
。

「
大
正
時
代
に
創
業
し
た
先
代
が
死

去
し
て
か
ら
経
営
を
受
け
継
い
だ

私
の
父
は
時
代
の
流
れ
に
敏
感
な

人
で
し
た
。日
本
の
高
度
成
長
で

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
台
頭
す

る
中
で
チ
ラ
シ
印
刷
の
ニ
ー
ズ
が

増
え
る
時
代
を
見
据
え
て
、北
海
道

で
最
初
に
高
速
印
刷
が
可
能
な
オ

フ
セ
ッ
ト
輪
転
機
を
導
入
し
た
り
、

工
場
の
大
型
化
の
た
め
に
社
屋
を

移
転
し
た
り
と
、時
代
の
変
化
に
対

応
し
て
お
り
ま
し
た
」

　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
伝
統

的
社
風
を
受
け
継
ぐ
庄
司
代
表
も

ま
た
、製
版
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
最
新

印
刷
機
の
導
入
な
ど
の
設
備
投
資

に
力
を
入
れ
、そ
れ
ら
を
使
い
こ
な

す
人
材
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
営
業

力
の
向
上
に
も
尽
力
し
て
い
る
。一

方
で
、「
企
業
は
働
く
人
が
あ
っ
て

こ
そ
」と
い
う
理
念
の
も
と
、
従
業

員
の
人
間
性
を
大
切
に
思
う
気
持

ち
を
重
要
視
し
て
い
る
。

「
従
業
員
が
、朝
起
き
た
時
に
、今
日

は
行
き
た
く
な
い
な
ぁ
…
と
思
う

会
社
で
は
ダ
メ
。従
業
員
に
と
っ
て

働
き
が
い
の
あ
る
会
社
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
代
表
取
締
役
就
任
後
間
も
な
く

の
頃
に
最
新
の
印
刷
機
を
導
入
し

た
理
由
の
ひ
と
つ
も
、
従
業
員
に

真
っ
新
の
機
械
を
使
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
思
い
だ
っ
た
そ
う
。

　「
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
多
様
化
す
る

時
代
、印
刷
業
界
も
紙
と
イ
ン
ク
を

売
る
商
い
か
ら
販
促
企
画
の
提
案

な
ど
ま
で
踏
み
込
ん
だ
商
い
へ
の

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
う

し
た
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る

企
業
で
あ
り
た
い
で
す
ね
」

　「
こ
の
世
で
生
き
残
る
の
は
変
化

に
対
応
で
き
る
も
の
」
と
は
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
言
葉
。老
舗
印
刷
会
社
の

1
0
1
年
目
が
函
館
の
印
刷
業
界

の
未
来
を
創
る
日
は
遠
く
な
い
…
。

石田塾長のセンター直前講義
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「
函
館
消
費
者
大
学
」の
入
学
生
を
募
集
！

N
P
O
法
人 

函
館
消
費
者
協
会

　『
N
P
O
法
人 

函
館
消
費
者

協
会
』で
は
、「
函
館
消
費
者
大

学
」
の
平
成
30
年
度
の
入
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

　
暮
ら
し
に
関
す
る
法
律
・
経

済
・
文
化
・
衣
食
住
・
環
境
・

余
暇
問
題
な
ど
生
活
す
る
上
で

必
要
な
知
識
や
情
報
を
座
学
や

実
習
を
交
え
て
、
各
界
の
専
門

家
が
講
義
し
て
く
れ
る
も
の

で
、
卒
業
す
る
と
卒
業
証
書
及

び
函
館
消
費
者
大
学
消
費
生
活

学
士
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま

す
。

　
応
募
資
格
は
函
館
市
内
在
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
満
18
歳

以
上
で
、
4
年
間
の
過

程
を
継
続
し
て
受
講
可

能
な
人
。消
費
者
問
題

や
消
費
者
活
動
に
興
味

の
あ
る
人
。受
講
会
場

は
サ
ン
・
リ
フ
レ
函
館
。

日
時
は
5
月
〜
10
月
の

第
2
・
4
火
曜
日
の
午

後
1
時
〜
午
後
2
時
30

分
。
費

用

は

年

間

2
5
0
0
円（
資
料
代
、

保
険
料
を
含
む
）。応
募

期
間
は
3
月
1
〜
31

日
。

　
入
学
申
込
は
函
館
市
役
所
、

各
支
所
、福
祉
セ
ン
タ
ー
、図
書

館
な
ど
市
営
施
設
に
設
置
し
て

あ
る
「
函
館
消
費
者
大
学
申
込

書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、官

製
は
が
き
表
面
に
申
込
者
の
住

所
と
氏
名
を
記
入
し
た
も
の
を

同
封
し
て
同
協
会
ま
で
郵
送
ま

た
は
持
参
。応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
、
入
学
の
可
否

は
4
月
中
ま
で
に
通
知
さ
れ
ま

す
。

　
あ
な
た
も
地
域
を
見
守
る
サ

ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
社
会
貢
献

し
ま
せ
ん
か
？

　
受
付
時
間
は
午
前
10
時
〜
午

後
5
時
。無
休
。

●
若
松
町
17-

12

　
棒
二
森
屋
店
本
館
6
階

　
函
館
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内

☎
26-

2
8
8
0

全
国
展
開
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
安
心
取
引
の
不
動
産
会
社

ハ
ウ
ス
ド
ゥ
！
函
館
美
原
店

　
不
動
産
屋
さ
ん
と
い
え
ば
、

な
ん
だ
か
難
し
そ
う
で
店
舗
に

行
き
に
く
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。そ
の
イ
メ
ー
ジ

を
覆
す
の
が
不
動
産
売
買
専
門

店
『
ハ
ウ
ス
ド
ゥ
！
函
館
美
原

店
』で
す
。同
店
の
不
動
産
査
定

は
即
時
対
応
。売
り
た
い
物
件

の
状
況
を
確
認
し
、
近
隣
の
売

買
契
約
例
な
ど
と
一
緒
に
不
動

産
価
格
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
提
供
し
ま

す
。

　
ま
た
、
す
ぐ
売
り
た

い
人
か
ら
は
買
い
取

り
、
そ
う
で
な
い
場
合

は
仲
介
に
よ
り
販
売
、

と
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
対
応
を
し
て
く
れ

る
点
も
好
評
。「
自
宅

や
土
地
を
売
り
た
い

方
は
、
ぜ
ひ
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」
と
同
店
ス

タ
ッ
フ
は
話
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
老
後
の
資
金
に
不

安
が
あ
る
」「
引
越
し
で
き
な
い

事
情
が
あ
る
」
な
ど
の
悩
み
を

解
決
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

以
前
に
紹
介
し
た
、
住
み
続
け

な
が
ら
持
ち
家
を
売
却
で
き
る

「
ハ
ウ
ス
・
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
」に

も
多
数
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

な
ど
、
同
店
は
大
き

な
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　『
ハ
ウ
ス
ド
ゥ
！

函
館
美
原
店
』は
、
創

業
93
年
の
歴
史
を
持

つ
住
ま
い
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

「
小
野
寺
住
設
」
が
運

営
し
て
い
る
の
で
、

安
心
し
て
相
談
が
で

き
る
の
も
ポ
イ
ン

ト
。ま
ず
は
気
軽
に
電
話
で
相

談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。

　
現
在
、
土
地
、
中
古
住
宅
、
ア

パ
ー
ト
な
ど
の
売
却
不
動
産
を

大
々
的
に
募
集
中
で
す
。急
な

相
続
や
税
務
に
関
す
る
ご
相
談

も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　
営
業
時
間
は
午
前
10
時
〜
午

後
6
時
。毎
週
水
曜
日
定
休
。駐

車
場
有
。

●
美
原
3-

1-

5

☎
0
1
2
0-

7
5
0-

7
0
0

3
月
3
〜
11
日
に
閉
店
セ
ー
ル
テ
ー
オ
ー
デ
パ
ー
ト
1
階
ア
ク
セ
サ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

　『
テ
ー
オ
ー
デ
パ
ー
ト
1
階

　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
』

は
、
3
月
11
日
を
も
っ
て
閉
店

す
る
こ
と
に
な
り
、
3
月
3
日

（
土
）か
ら
11
日（
日
）ま
で
閉
店

セ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
全
品
30
％
オ
フ
と
な
る
ほ

か
、
5
4
0
円
均
一
ワ
ゴ
ン

セ
ー
ル
、
1
0
8
0
円
均
一
ワ

ゴ
ン
セ
ー
ル
、
雑
貨
の
50
％
オ

フ
な
ど
お
買
い
得
な
企
画
が
盛

り
だ
く
さ
ん
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
家
族
や
友
人
を
誘
っ
て

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。身
に
つ
け
る
と
ワ
ク

ワ
ク
す
る
よ
う
な
素
敵
な
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
お
得
に
ゲ
ッ
ト
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
見
逃
せ

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
も
ぴ
っ

た
り
な
桜
な
ど
の
花
モ
チ
ー
フ

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
店
頭
に
並

び
始
め
て
い
ま
す
。ア
ク
セ
サ

リ
ー
で
春
を
先
取
り
し
ま
せ
ん

か
？
　
お
気
に
入
り
を
見
つ
け

る
に
は
品
薄
に
な
る
前
の
早
め

の
来
店
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。　

　
テ
ー
オ
ー
デ
パ
ー
ト
1
階
、

4
階
の
営
業
時
間
は
、
午
前
10

時
〜
午
後
8
時
（
他
の
階
は
午

後
7
時
ま
で
）。

●
梁
川
町
10-

25

　
テ
ー
オ
ー
デ
パ
ー
ト
1
階

　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

☎
32-

0
0
0
1（
代
表
）

俺流カレー 担当／（SS）記者

意表を突く色の王道カレー
ハッピーハッピースポット

　カレーといえば黄色から茶色がスタンダード
で、たまにブラックやらホワイトやら、変化球的
なカレーも存在しています。そんな中、変化球中
の変化球カレーで話題をさらっているのが、JR
五稜郭駅前にある『ハッピーハッピースポッ
ト』。ネーミングはズバリ「ピンクカレー」（サラ
ダ付・1000円）。ピンクと言っても、よく見れば程
度でしょ？　などとタカをくくっちゃいけませ
ん。思ってるよりピンクです。まじで。肝心の味
ですが、これがまた思ってるよりカレーで、思っ
ているより本格派。見た目通りのいちごポッ
キー味じゃありません。作るにはそれ相応の苦
労が…この先はお店で訊いてください。営業時
間は午前11時30分～午後9時。毎週水曜日定休。
●亀田本町65-27（AOKIビル1階）　☎84-5890

魅惑の看板男子

イメージチェンジの楽しみを伝えたい…
ヘアーズサロン リンク
スタイリスト 出口隼也さん

　今回の看板男子
は『ヘアーズサロン 
リンク』の出口隼也
さん。学生の頃から
友人の髪をセット
していたという出
口さんは、好きが高
じて美容師の道へ。
「最初は歩き方や話
し方から指導を受

けました」と話す出口さんですが、同店に勤務し
てから4年が経った現在は指名も多く、心のこ
もったサービスで1人ひとりの魅力を引き出し
ています。また、全日本理美容選手権のウイッグ
カットメンズ部門では全道準優勝の腕前を持
ち、イメージチェンジの楽しみを伝えてゆきた
いとのこと。「カットやセットのことなど気軽に
聞いてください」と、出口さん。ぜひ、行ってみて
は。平日午前9時30分～午後6時30分。毎週日曜
日、祝日午前9時～午後6時。毎週木曜日、毎月第
2・3水曜日定休。駐車場有。
●深堀町32-25　☎52-9009

担当／（BP）記者

素敵な看板男子を毎回紹介します。本コーナーに登場する
看板男子を募集中！　ぜひ、情報をお寄せください。

　
単
身
世
帯
が
増
え
る
現
在
、

1
人
で
老
後
に
向
き
合
う
た
め

の
準
備
を
始
め
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。1
人
で
生
き
る
備
え

が
必
要
な
の
は
高
齢
者
だ
け
で

は
な
く
、
生
涯
未
婚
率
の
上
昇

が
続
く
若
い
世
代
に
も
広
が
っ

て
お
り
、「
頼
れ
る
身
寄
り
の
な

い
単
身
者
の
生
き
方
」
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
1
人
で
生
き
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
準
備
が
必
要
に
な
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が

あ
る
の
か
、
1
度
き
り
の
人
生

を
考
え
る
上
で
分
か
ら
な
い
こ

と
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
介
護

や
保
険
、
法
律
、
葬
儀
、
遺
品
整

理
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
専

門
家
が
集
ま
り
、
頼
れ
る
身
寄

り
の
な
い
人
を
支
援
し
て
い
る

『
ス
タ
ー
ラ
イ
フ
』で
は
、
様
々

な
状
況
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
を
安
心
し
て
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
気
に
な
る
費
用
で
す
が
、
例

え
ば
高
齢
単
身
者
に
必
要
と
な

る「
終
身
家
族
代
行
支
援
」を
受

け
る
場
合
、「
少
額
短
期
の
終
身

保
険
」
を
利
用
す
る
と
、『
ス

タ
ー
ラ
イ
フ
』
の
契
約
料
に
保

険
料
を
合
わ
せ
て
も
月
々
1
万

円
未
満
（
年
齢
や
利
用
条
件
な

ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）。経
済

的
な
理
由
で
諦
め
る
こ
と
な

く
、
人
生
を
考
え
る
こ
と
は
可

能
で
す
。

　
未
来
を
考
え
る
た
め
に
は
、

早
め
の
準
備
が
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。希
望
を
叶
え

る
選
択
肢
が
増
え
る
ほ
か
、
憂

い
な
い
前
向
き
な
日
々
に
も
繋

が
り
ま
す
。こ
の
春
か
ら
、あ
な

た
も
人
生
へ
の
備
え
を
考
え
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
契
約
ま
で
の
費
用
は
無
料
。

面
談
は
自
宅
ま
で
訪
問
可
能
で

す
。

●
山
の
手
2-

44-

4

☎
83-

2
3
1
2

始
め
よ
う
！
　「
ひ
と
り
人
生
」へ
の
備
え
一
般
社
団
法
人 

ス
タ
ー
ラ
イ
フ

●
M
E
G
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ン
・
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ホ
ー
テ

交番●
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湯
治
プ
ラ
ン
を
用
意

き
こ
な
い
ビ
ュ
ウ
温
泉 

の
と
や

　
木
古
内
町
の
海
沿
い
に
あ
る

温
泉
旅
館
『
き
こ
な
い
ビ
ュ
ウ

温
泉 

の
と
や
』
で
湯
治
は
い
か

が
。朝
・
夕
4
食
付
き
2
泊
3

日
1
0
0
0
0
円
の
「
湯
治
プ

ラ
ン
」（
1
室
2
人
以
上
）
を
用

意
し
て
い
ま
す
。『
の
と
や
』
の

湯
は
加
水
な
し
源
泉
1
0
0
％

の
木
古
内
町
唯
一
の
天
然
温

泉
。泉
質
は
弱
塩
化
物
泉
で
、殺

菌
効
果
の
あ
る
ヨ
ウ
素
も
少
量

含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
ミ
ネ
ラ

ル
成
分
も
多
種
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
到
着
次
第
電
話
を
す
れ
ば
木

古
内
駅
ま
で
の
迎
え
も
あ
る
の

で
、
旅
行
気
分
で
鉄
道
で
足
を

運
ぶ
の
も
お
す
す
め
。ま
た
、5

人
以
上
な
ら
函
館
市
内
ま
で
の

無
料
送
迎
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
。3
日
以
上
滞
在
す
る
場
合

は
宿
泊
料
の
割
引
も
有
。詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。天
気
の
良
い
日
に
は
青
森

ま
で
見
え
る
と
い
う
海
沿
い
の

温
泉
旅
館
で
、
日
常
を
忘
れ
て

日
ご
ろ
の
疲
れ
を
ゆ
っ
く
り
と

癒
し
ま
せ
ん
か
。

　
日
帰
り
入
浴
も
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。日
帰
り
入
浴
は
大
人

5
0
0
円
、
子
ど
も（
小
学
生
）

3
5
0
円
、
幼
児（
3
歳
以
上
）

2
5
0
円
で
、
営
業
時
間
は
平

日
が
午
後
3
時
〜
午
後
10
時
、

土
・
日
曜
日
は
午
前
11
時
〜
午

後
10
時
。

●
木
古
内
町
大
平
20-

2

☎
0
1
3
9
2-

2-

4
0
5
5

春
の
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
!

お
そ
う
じ
本
舗 

函
館
昭
和
店

　
お
掃
除
の
こ
と
な
ら
何
で
も

気
軽
に
相
談
で
き
る
『
お
そ
う

じ
本
舗 

函
館
昭
和
店
』
で
は
、

4
月
30
日
ま
で
の
期

間
中
、「
春
の
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
引
越

し
前
ま
た
は
引
越
し

後
の
「
ま
る
ご
と
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
」が
、
断

然
お
得
!
　
キ
ッ
チ

ン
、
換
気
扇
、
浴
室
、

洗
面
所
、
ト
イ
レ
、
ガ

ラ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
単

品
で
注
文
す
る
と

1
D
K
通
常
5
万

6
0
0
0
円
〜
の
と

こ
ろ
、
全
て
セ
ッ
ト

で
1
D
K
2
万

4
0
0
0
円
か
ら

と
、
半
額
以
下
で
の

提
供
。1
人
暮
ら
し
の
引
越
し

や
家
族
の
引
越
は
も
ち
ろ
ん
、

大
家
さ
ん
や
不
動
産
会
社
か
ら

の
注
文
も
承
り
ま
す
。な
お
、部

屋
に
物
が
な
い
状
態
に
限
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
ほ
か
の
場
合
は

応
相
談
。

　
さ
ら
に
、
希
望
の
場
所
を
お

掃
除
し
て
も
ら
え
る
「
お
手
伝

い
パ
ッ
ク
」
通
常
3
時
間
1
万

5
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
中
は
1
時
間

5
0
0
0
円
か
ら
利
用
で
き
ま

す
。引
越
し
の
お
掃
除
は
、プ
ロ

に
お
任
せ
を
。

　
詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。お
見
積

り
、ご
相
談
無
料
。電
話
受
付
は

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
30

分
。無
休
。

●
本
通
2-

34-

6 

2
階

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】
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9
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着
付
け
教
室
の
受
講
生
を
募
集
！

き
も
の
処 
円
山 
彩
蔵（
さ
く
ら
）

　『
き
も
の
処 

円
山 

彩
蔵
』
が

運
営
す
る
着
付
け
教
室
は
、
本

格
的
な
着
付
け
と
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
や
格
、
季
節
感
も
学
べ

る
と
評
判
。こ
れ
ま
で
に
札
幌

で
の
開
催
も
合
わ
せ
、
5
0
0

人
以
上
の
生
徒
が
通
っ
た
実
績

を
持
ち
ま
す
。函
館
で
は
2
年

前
か
ら
開
講
し
て
い
る
同
教
室

が
、
今
春
5
期
目
と
な
る
着
付

け
教
室「
五
稜
郭
教
室
」の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

　
会
場
は
ホ
テ
ル
テ
ト
ラ
（
梁

川
町
17-

16
）。初
級
コ
ー
ス
は

月
・
火
・
水
曜
日
に
開
講
す
る

の
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ

た
曜
日
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。時
間
は
午
後
0
時
30
分
〜

午
後
2
時
30
分
。4
月
2
日

（
月
）
か
ら
順
に
開
講
。中
級
ク

ラ
ス
の
受
講
生
も
募
集
中
。全

コ
ー
ス
と
も
1
回
2
時
間
×
全

10
回
で
、
受
講
料
は
5
0
0
0

円（
1
回
あ
た
り
5
0
0
円
）。

　
着
物
を
「
た
だ
着
る
」
の
と

「
着
こ
な
す
」の
で
は
大
き
く
違

い
ま
す
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の

最
新
の
流
行
を
押
さ
え
な
が

ら
、
着
物
を
着
る
人
の

人
柄
に
合
っ
た
「
着
こ

な
し
方
」
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。
着
物
パ
ー

テ
ィ
ー
も
開
催
し
て

い
る
の
で
、
学
ん
だ
着

付
け
を
披
露
で
き
る

場
が
あ
る
の
も
嬉
し

い
ポ
イ
ン
ト
。初
め
て

着
物
を
着
る
人
や
し

ば
ら
く
着
物
を
着
て

い
な
い
人
は
も
ち
ろ

ん
、
普
段
か
ら
着
物
を

着
て
い
る
人
も
ぜ
ひ

受
講
く
だ
さ
い
。

　
店
舗
の
営
業
時
間

は
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
6
時

30
分
。毎
週
金
曜
日
、
祝
日
定

休
。

●
札
幌
市
中
央
区
南
1
西
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【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

0
1
2
0-

8
2
9-

8
4
7

秋
田
の
夏
が
や
っ
て
く
る
7
日
間
！

函
館
蔦
屋
書
店

　
昨
年
3
月
、
函
館
蔦
屋
書
店

の
広
い
店
内
を
占
拠
し
た
秋
田

県
が
今
年
も
や
っ
て
く
る
！

　『
秋
田
蔦
屋
書
店
v
o
l
・

2
〜
あ
き
た
の
夏
祭
り
〜
』
が

3
月
5
日（
月
）か
ら
3
月
11
日

（
日
）ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。「
秋

田
県
の
1
年
間
」
の
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
が
多
く
の
来
場
者
を
魅

了
し
て
話
題
を
集
め
た

2
0
1
7
年
…
。そ
し
て
今
年

は
夏
に
焦
点
を
あ
て
、
歴
史
が

あ
り
、
勇
壮
で
幻
想
的
な
夏
祭

り
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　
特
に
2
0
1
6
年
12
月
に
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」

の
土
崎
港
祭
り
、
角
館
の
お
祭

り
、
花
輪
ば
や
し
の
3
つ
の
夏

祭
り
は
、
店
内
中
央
の
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
の
迫
力

あ
る
展
示
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
今
年
は

県
内
の
各
市
町

村
の
特
産
品
の

物
販
ブ
ー
ス
を

多
数
設
け
て
、

「
食
」
の
魅
力
も

紹
介
。店
内
に

突
如
現
れ
る
な

ま
は
げ
に
大
泣

き
す
る
子
供
が

続
出
し
た
「
な

ま
は
げ
練
り
歩
き
」や
、「
秋
田

犬
と
の
ふ
れ
あ
い
」な
ど
、昨
年

好
評
の
企
画
も
実
施
決
定
。さ

ら
に
店
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

F
U
S
U
で
は
、
秋
田
県
を
代

表
す
る「
き
り
た
ん
ぽ
」や
、
ご

当
地
グ
ル
メ
の
「
横
手
や
き
そ

ば
」
な
ど
と
い
っ
た
秋
田
メ

ニ
ュ
ー
を
期
間
限
定
で
提
供
し

ま
す
。

　
期
間
中
は
秋
田
県
の
ス
タ
ッ

フ
が
観
光
情
報
を
丁
寧
に
説
明

し
て
く
れ
ま
す
。独
自
の
文
化

と
個
性
が
満
載
の
秋
田
県
。ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
イ
ベ
ン
ト
に
足

を
運
ん
で
、「
身
近
な
秋
田
県
」

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

●
石
川
町
85-

1

☎
47-

2
6
0
0

ご
要
望
に
応
じ
て
女
性
ス
タ
ッ
フ
も

対
応
し
ま
す
!

木古内駅

木古内町役場
●

木古内消防●
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歴
史
を
重
ね
、今
年
で
51
年
…

北
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
北
海
道
ガ
ス
株
式
会
社

函
館
支
店
内
の
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

て
い
る
『
北
ガ
ス
ク
ッ
キ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
』
が
今
年

で
51
年
目
を
迎
え
、
講
師

の
輪
島
美
哉
子
先
生
（
＝

写
真
下
）
が
講
師
就
任
か

ら
今
年
で
10
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
同
ス
ク
ー
ル
は
道
内
で

は
小
樽
市
を
皮
切
り
に
函

館
、
札
幌
の
両
市
で
も
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

歴
史
あ
る
料
理
教
室
。

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
会
費
で

身
近
な
料
理
か
ら
本
格
的

な
料
理
ま
で
を
テ
ー
マ
に

毎
月
1
回
程
度
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
特
に
函
館
で
の
教
室
で

は
、
東
京
の
有
名
ホ
テ
ル

の
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
活

躍
し
て
き
た
輪
島
先
生
に

よ
る
分
か
り
や
す
く
て
楽

し
い
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
の

レ
シ
ピ
が
好
評
で
す
。ま

た
、
函
館
市
内
で
パ
ン
教

室
を
開
い
て
い
る
小
林
フ

ミ
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て

の
パ
ン
教
室
や
、
道
南
の

プ
ロ
の
シ
ェ
フ
を
講
師
に

迎
え
て
の
料
理
教
室

「
シ
ェ
フ
か
ら
シ
ェ
フ
へ

〜
美
食
の
輪
」
も
開
催
し
、

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
受
講
生
は
主
婦
が
中
心

で
す
が
、
会
社
勤
め
の
女

性
に
も
人
気
が
あ
り
、
親

子
参
加
企
画
の
際
に
も
申

込
多
数
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
れ
ら
の
北
ガ
ス
函

館
支
店
主
催
の
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
の
開
催
案
内

は
、
各
開
催
前
の
本
紙「
な

る
ほ
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
万
代
町
8-

1

☎
42-

6
5
0
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CLOSE
UP

Delicious Spot
はる鮨
11：30～13：30、17：30～21：00
（日曜17：00～21：00）　火曜定休　P有
若松町18-17　☎22-8655

　
大
門
横
丁
か
ら
高
砂
通

を
挟
ん
で
向
か
い
側
、少
し

だ
け
奥
ま
っ
た
所
に
あ
る

『
は
る
鮨
』は
、ち
ょ
っ
と
洒

落
た
佇
ま
い
の
隠
れ
家
的

な
お
寿
司
屋
さ
ん
。10
席
ほ

ど
の
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た

店
内
は
と
て
も
居
心
地
が

よ
く
、温
も
り
を
感
じ
る
店

の
作
り
は
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
。1
枚
板
の
見
事
な
カ

ウ
ン
タ
ー
越
し
に
並
ぶ
表

情
豊
か
な
器
の
数
々
に
も

目
が
惹
か
れ
ま
す
。

　
舌
の
肥
え
た
地
元
客
も

納
得
の
寿
司
の
旨
さ
は
折

り
紙
付
き
。近
海
産
を
中
心

と
し
た
間
違
い
な
し
の
良

い
ネ
タ
を
小
さ
め
の
シ
ャ

リ
で
味
わ
う
握
り
は
、バ
ラ

ン
ス
良
く
素
材
の
旨
さ
が

際
立
ち
ま
す
。握
り
寿
司
は

1
6
2
0
円
か
ら
で
、意
外

に
も
身
近
な
予
算
で
楽
し

め
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

「
極
上
握
り
」は
、
ア
ワ
ビ
、

本
マ
グ
ロ
の
ト
ロ
、ウ
ニ
な

ど
の
贅
沢
極
ま
る
新
鮮
な

ネ

タ

が

10

カ

ン

で

3
0
2
4
円
。季
節
や
天
候

に
よ
り
ネ
タ
は
変
わ
り
ま

す
が
、上
等
の
旬
の
素
材
を

最
も
美
味
し
い
状
態
で
い

た
だ
け
る
こ
と
は
確
実
。

　
夜
は
、色
々
な
日
替
わ
り

の
お
ば
ん
ざ
い
（
2
1
6

円
）
も
並
び
ま
す
。思
い
思

い
の
好
き
な
1
品
で
日
本

酒
を
楽
し
む
人
も
集
い
、心

地
よ
い
ひ
と
時
が
流
れ
て

い
ま
す
。

　
名
店
で
長
年
腕
を
磨
い

て
き
た
店
主
さ
ん
が『
は
る

鮨
』を
開
店
さ
せ
て
か
ら
今

年
で
5
周
年
。人
が
人
を
呼

び
、常
連
と
な
り
通
い
続
け

る
客
が
多
い
素
敵
な
お
店

で
す
。ぜ
ひ
1
度
足
を
運
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

　
昼
夜
共
に
満
席
と
な
る

こ
と
が
多
い
の
で
事
前
の

ご
予
約
を
！
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高
齢
者
が
転
倒
し
て

脚
の
付
け
根
を
痛
が
っ

て
い
る
場
合
、ほ
と
ん
ど

の
方
に
ふ
と
も
も
の
骨

（
大
腿
骨
）
の
骨
折
が
認

め
ら
れ
ま
す
。手
首
（
橈

骨
遠
位
端
骨
折
）、肩（
上

腕
骨
外
科
頚
骨
折
）、背
骨（
脊
椎
圧
迫

骨
折
）と
合
わ
せ
て
老
人
の
4
大
骨
折

と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
若
い
人
で
も

起
こ
る
骨
折
で

す
が
、交
通
事
故
や
高
所
よ
り
の
転
落

と
い
っ
た
大
き
な
力
が
加
わ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
ま
す
。一
方
、
高
齢
者
の

場
合
に
は
骨
粗
し
ょ
う
症
が
進
行
し

て
い
る
た
め
、平
地
歩
行
中
の
転
倒
と

い
っ
た
わ
ず
か
な
力
で
も
発
生
し
ま

す
。骨
折
後
は
通
常
脚
を
動
か
す
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
立
つ
こ
と
も
歩
く

こ
と
も
困
難
と
な
り
ま
す
が
、骨
折
部

が
あ
ま
り
ず
れ
て
い
な
い
場
合
や
認

知
症
の
方
の
場
合
に
は
ま
れ
に
歩
行

可
能
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。X
線
検
査

で
診
断
は
ほ
ぼ
可
能
で
す
が
、初
診
時

に
は
っ
き
り
と
し
た
骨
折
が
な
く
後

に
ず
れ
て
き
て
診
断
さ
れ
る
こ
と
や
、

M
R
I
検
査
に
よ
っ
て
初
め
て
診
断

が
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
治
療
は
全
て
の
症
例
で
手
術
的
治

療
が
ま
ず
考
慮
さ
れ
ま
す
。長
期
間

ベ
ッ
ド
で
安
静
に
し
て
い
る
と
筋
力

な
ど
の
身
体
能
力
が
急
激
に
低
下
し
、

肺
炎
や
膀
胱
炎
と
い
っ
た
感
染
症
、褥

瘡（
と
こ
ず
れ
）、認
知
症
の
進
行
な
ど

が
合
併
症
と
し
て
出
現
す
る
こ
と
で
、

最
悪
の
場
合
生
命
に
危
険
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
避

け
る
た
め
に
は
早
期
の
適
切
な
手
術

と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も

重
要
で
す
。し
か
し
な
が
ら
全
身
状
態

が
悪
く
、ま
た
手
術
に
耐
え
る
だ
け
の

体
力
が
な
い
な
ど
の
場
合
に
は
床
上

安
静
で
経
過
を
み
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
手
術
的
治

療
に
は
、
金
属

を
用
い
て
骨

折
部
を
固
定
す
る
骨
接
合
術
、骨
を
一

部
取
り
除
い
て
金
属
に
置
き
換
え
る

人
工
骨
頭
挿
入
術
や
人
工
関
節
置
換

術
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。骨
折
の
部

位
や
ず
れ
の
程
度
に
よ
り
選
択
さ
れ

る
治
療
方
法
が
異
な
り
ま
す
し
、病
院

に
よ
っ
て
も
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
転
倒
は
意
外
に
も
屋
内
で
起
こ
る

こ
と
が
多
い
た
め
、段
差
の
解
消
や
手

す
り
の
設
置
な
ど
の
環
境
整
備
も
重

要
で
す
。ま
た
筋
力
低
下
を
防
ぐ
た
め

体
操
や
散
歩
も
効
果
が
あ
り
、無
理
の

な
い
範
囲
で
続
け
て
行
う
こ
と
が
良

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
腿
骨
近
位
部
骨
折

大
本 

浩
史

副
院
長

道 心
の
代
書
屋

松
田
聡
が
ズ
バ
リ
！

本気談
本気と書いてマジ
困りごと、悩みごと
各種相談
60分3,240円～
電話でご予約下さい。

行政書士 松田聡 事務所
函館市神山町245-21　☎33-4675

　
行
政
書
士
の
松
田
で
す
。

　
今
年
に
入
り
、
あ
っ
と
い
う
間

に
1
ヶ
月
が
過
ぎ
て
ゆ
き
ま
し

た
。今
年
の
冬
は
函
館
ら
し
か
ら

ぬ
大
雪
と
寒
波
に
見
舞
わ
れ
面
喰

い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
先
月
は
毎
週
帯
広

や
札
幌
へ
の
出
張
が
続
き
全
て
自

動
車
で
移
動
し
ま
し
た
。

　
こ
の
1
ヶ
月
間
の
走
行
距
離
は

4
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ま
し

た
。今
の
車
に
乗
り
始
め
て
か
ら

1
ヶ
月
五
千
㎞
超
え
が
最
高
で

す
。あ
の
時
は
、
船
で
本
州
へ
渡

り
、
東
北
、
北
関
東
、
関
越
、
北
陸
、

日
本
海
東
北
、
秋
田
の
各
高
速
路

と
、
5
号
線
に
沿
っ
て
青
森
へ
向

か
い
、
函
館
に
戻
る
や
否
や
道
東

方
面
へ
向
か
う
と
い
う
激
し
く
も

開
き
直
る
ほ
ど
の
距
離
を
走
り
ま

し
た
。

　
先
月
、
帯
広
へ
向
か
っ
た
際
は
、

函
館
市
内
近
郊
の
大
雪
に
よ
り
大

沼
公
園
イ
ン
タ
ー
ま
で
2
時
間
を

要
し
ま
し
た
。高
速
道
に
乗
り
走

行
し
て
い
る
途
中
、
幾
度
と
無
く

ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
状
態
と
な
り
、

緊
張
と
錯
覚
が
交
互
に
繰
り
返
さ

れ
ま
し
た
。　

　
雪
は
ほ
ぼ
降
っ
て
は
い
な
い
の

で
す
が
、
路
肩
に
高
く
降
り
積

も
っ
た
雪
が
横
風
に
よ
り
舞
い
上

が
り
、
加
え
て
前
方
の
車
が
巻
上

げ
る
雪
に
よ
り
視
界
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ

に
等
し
い
状
態
に
陥
っ
た
の
で

す
。

　
こ
う
い
う
場
面
で
は
、
や
は
り

車
間
距
離
を
大
き
く
保
ち
、
想
定

外
の
こ
と
を
想
定
し
、
咄
嗟
の
対

応
が
可
能
な
マ
ー
ジ
ン
を
持
つ
こ

と
が
最
善
で
し
ょ
う
。

　
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
か
ら
芽
室

イ
ン
タ
ー
ま
で
の
途
中
、
道
路
の

状
態
は
凍
結
、
圧
雪
、
乾
燥
、
湿
潤

と
刻
々
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

続
け
ま
し
た
。

　
路
面
変
化
は
、
日
常
生
活
で
の

感
情
の
変
化
に
も
似
た
よ
う
な
感

覚
で
す
。以
前
、
お
客
様
か
ら
「
人

生
ケ
セ
ラ
セ
ラ
。な
ん
と
か
な
る

も
の
だ
か
ら
ね
。命
を
取
ら
れ
る

こ
と
は
無
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
た
こ
と
を
走
行
し
な
が
ら
想
い

出
し
て
い
ま
し
た
。

　
路
面
変
化
は
人
生
の
縮
図
な
ど

と
気
障
な
こ
と
を
考
え
て
も
い
ま

し
た（
笑
）。

　
と
こ
ろ
で
、
航
空
機
や
電
車
等

の
時
間
を
購
入
す
れ
ば
身
体
的
に

は
確
か
に
楽
で
す
。が
、
自
動
車
移

動
で
時
間
を
費
や
し
た
と
し
て

も
、
そ
の
途
中
で
各
地
の
自
然
や

物
理
的
特
徴
を
如
実
に
知
る
こ
と

が
出
来
、
こ
れ
は
行
政
書
士
の
業

務
に
も
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
れ
る
貴
重
な
糧
と
な
る
の
で

す
。目
的
だ
け
を
済
ま
せ
て
戻
る

よ
う
な
勿
体
な
い
こ
と
は
絶
対
を

つ
け
て
も
良
い
程
避
け
て
い
ま

す
。何
故
な
ら
、
時
間
と
燃
料
の
有

効
活
用
に
尽
き
る
か
ら
で
す
。

　
出
張
の
度
、
遠
く
で
待
っ
て
い

る
お
客
様
と
お
会
い
す
れ
ば
、
そ

の
表
情
と
会
話
か
ら
疲
れ
な
ん
て

一
気
に
吹
き
飛
ぶ
も
の
で
す
。今

年
も
新
た
な
相
棒
と
走
り
続
け
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。ま
ず
は

健
康
第
一
と
安
全
第
一
で
す
ね
。

あ
っ
、
4
人
目
の
孫
が
産
ま
れ
た

よ
う
で
す
。

函
館
駅
●

●大門横丁　キラリス
●函館
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1月末頃に東京出張。前日まで東京は雪のせいで
大変だったそうだが、僕が到着した日から雲ひと
つない青空。東京滞在中の函館は大雪で、帰りの
飛行機が引き返すかもしれないことも懸念され
たが、僕が乗った便は青空の広がる函館空港に定
刻通りに着陸。オレ、もってるワ～！　　　（慎）

この号が出るころにはまだ開催中のオリンピッ
ク。昨年4月にフィギュアスケートの浅田真央
ちゃんが現役を引退するまでは彼女が代表に選
ばれても選ばれなくても現地で観戦しようと
思っていました。チケット取れたかは分からない
けど。というか取り方も知らなかったけど。 （ヒ）

節分の日に恵方巻きと歳の数の豆を食べました。
豆を食べているときに喉に引っ掛かってしまい
それからずっと喉が痛いです。その後ガラガラ声
になってます。無病息災を願ったはずなのに…。
豆のパワーはすごいんですね。そりゃ鬼も追い払
えるわけだ。　　　　　　　　　　　　　（まい）

子供がいなかったら聴いていないと思われる曲
を聴く場面が多々あります。最近よく聴くのは
WANIMAとベリーグッドマンですが、これがなか
なかいいんです。先日は、子供達に付き合って…
くらいの感じで映画「チアダン」を観ましたが、号
泣したのは私でした。日々新鮮です。　　　（BP）

話せば長くなり事情がありまして、10分ちょいの
芝居の脚本を書き、それを演じるという罰ゲーム
的な修行をさせられています。これまでドラマや
映画で、幾多の俳優さんたちに「下手だな」などと
言ってきた訳ですが、全員の家に出向いて土下座
して謝りたい気持ちでいっぱいです、ハイ。（SS）

最近、娘は変わったお弁当を要求してきます。お
弁当箱丸ごといっぱいの茶碗蒸し、生卵付すき焼
き風弁当、水筒に温かい緑茶を持参してのお茶漬
け弁当など…　頑張って作ってきたけれど、次回
リクエストされたつけ麺はちょっとヤバいん
じゃない？　麺がのびちゃうよ？　　　　 （ガ）

ホ
テ
ル
テ
ト
ラ
湯
の
川
温
泉

　
イ
オ
ン
湯
川
店
向
か

い
に
オ
ー
プ
ン
し
た

『
ホ
テ
ル
テ
ト
ラ
湯
の

川
温
泉
』は
、
地
元
の
人

が
気
軽
に
利
用
で
き
る

日
帰
り
入
浴
（
5
0
0

円
、
飲
み
物
付
き
手
ぶ

ら
セ
ッ
ト
8
0
0
円
。

利
用
は
13
時
〜
21
時
）

と
レ
ス
ト
ラ
ン
が
好

評
。加
水
や
加
温
を
し

て
い
な
い
源
泉
掛
け
流

し
1
0
0
%
の
天
然
温

泉
は
、
泉
質
が
良
く
体

が
芯
か
ら
温
ま
り
ま

す
。男
女
と
も
内
湯
と

露
天
風
呂
を
完
備
し
て

い
て
、
趣
の
あ
る
雰
囲

気
の
中
ゆ
っ
た
り
と
過

ご
せ
る
点
も
魅
力
。レ

ス
ト
ラ
ン
（
和
室
休
憩

室
の
利
用
可
）で
は
、
ワ

ン
コ
イ
ン
ラ
ン
チ
の
丼

セ
ッ
ト
な
ど
の
ほ
か
、

夜
は
定
食
や
鍋
料
理
な

ど
季
節
に
合
わ
せ
て
提

供
。食
事
の
利
用
は
11

時
30
分
〜
14
時
、
17
時

〜
19
時
。P
有
。
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